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高商第二応援歌余話 
編集部 

 

◎作詞：涌井俊一 （高商３年生／昭和３１年卒） 
◎作曲：丸田昭三 （作曲家・音楽理論家／東京芸術大学出身） 

 

昭和３０(1955)年、高商創立４０周年を迎えるに当たり、校歌・応援歌

(第一)に続く第二応援歌を作成する機運が生じた。 

第二応援歌作成にあたり、近隣他校の事例なども参考にしながら作詞・作

曲について種々の検討がなされた。そしてまず歌詞について、専門家に依頼

するのではなく、全校生徒対象に公募の形で第二応援歌々詞の募集が行われ

た。 

短い募集期間ではあったが生徒から多数の応募作品が寄せられ、その中か 

ら当時３年生(Ｄ組／高田市本町２在住)の涌井俊一君の作品が選ばれた。 

校長室にて学校長より賞状と金一封が涌井君に贈呈された。 

また、曲については彼の担任の竹内豊治先生(東大出身、後の高田高校々

長)が、自身の友人である丸田昭三氏(作曲家・音楽理論家／柏崎市出身)に

作曲を依頼した。格調高い詩にふさわしく、勇壮な曲調のうちにも歌いやす

く流麗な旋律の曲が生まれた。 

今日まで校歌・第一応援歌と共に、体育祭、対外試合等に歌い継がれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜丸田 昭三＞ 

丸田 昭三（まるた しょうぞう、1928年 - ）は日本の作曲家、音楽 

理論家。 

東京藝術大学で石桁真礼生に師事。1958年～1960年にミュンヘン音 

楽大学でハラルド・ゲンツマーに学ぶ。作曲グループ「環」の会員。 

作品はピアノのための「ソナチネ」、代表作である弦楽四重奏のため 

の「イントロダクションとパッサカリア」があり、いわゆる芸大和声 

の教科書の執筆陣の一人でもある。 

1955年、第 24回日本音楽コンクール作曲部門（第 1部（管弦楽曲））3位入賞。 

◆収録作品 

桐朋学園子供のための音楽教室『こどものための現代ピアノ曲集 1（世界音楽全

集）』 春秋社、1967年 3月 31日。ISBN 978-4393914311 

作曲「ソナチネ 1.アレグロ・モデラート」収録。 

◆著書／共著 

石桁真礼生、末吉保雄、丸田昭三、飯田隆、金光威和雄、飯沼信義『楽典―理論

と実習』音楽之友社、1998年 12月 10日。 

出典：Wikipedia 

徒然譚 

涌井俊一 君 

竹内豊治先生 
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◆第二応援歌々詞 
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◆第二応援歌楽譜 
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(1) あ    ら な み  さ か   ま く    に ほ  ん か 


